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論文内容の要旨




[Cr30 (CH3COO) 6 (H20) 3J C 1 ・ 6H 2 0
Cr -Propionate , 
[Cr30 (C2H5COO) 6 (H20) 3J N03 ・ 2H20
三個の Cr スピンは超交換相互作用によってトリマーを形成する。 Cr-Propiona te は一種類の二等辺三角形トリマー










I D I /k=O.09K. 
J o/k= -14.1K, J l,/k= -2 .1 6K, 




I DI /k=O.38K. 
Cr-Propiona te, 
Jo/kニー 13.5K ， J l/k= -1.94K, 





本田君はCr-acetate， Cr-propionate の ESR 測定を行った。その結果信号の角度依存性は Cr トリマーモデルでよ
く説明されること，および、負のgシフトがあることを発見した。そして後者はジアロシンスキー・守谷 (DM) 相互
作用に基づくことを証明し，その相互作用定数を決定した。さらにその DM 相互作用を取り入れて強磁場磁化曲線
の全体像を評価し，実験データを良く説明し得ることを示した。またこれに基づいて超強磁場領域での新しい磁化の
可能性を予測した。
以上の成果は博士(理学)の学位論文として十分価値あるものと認めるO
? ?
